
デザイナーのための経済コラム（６７）
格差は差別か、社会悪か

２０２１年１２月の「デザイナーのための経済コラム（１４）」で「速度・スピード 格差≒Gap≒段差、すきま

または経済格差について」を取り上げました。その中では格差が生まれる 格差≒difference≒相違

過程、原因について考えて見ました。 格差≒傾斜≒slope

今回再度、「格差」について切り口を変えて考えて見ます。「格差」について 格差≒差別≒differentiation

の話題では「格差＝不平等、不公平、問題点」という文脈で、ﾈｶﾞﾃｨﾌﾞな意味で 差別≒discrimination

良くないこととして使われることが多いように思われます。「格差」は無くすべき 区別≒識別≒identify

「悪」、「弊害」なのかを言葉が持つ意味範囲から考えました。 識別≒認識≒recognize

自然界では「大きい：小さい」、「長い：短い」、「重い：軽い」のような「差」 格（付け）≒rank（ing）

「違い」は厳然と、当然のこととして存在しています。物質の原子は電子の 格（式）≒status

数の違いから成立しています。宇宙の誕生、星の誕生にも原子の重さの 序列≒hierarky

違い、時間経過の違いがあって成立しています。自然界の「違い」、「差」 順序・順番≒order≒秩序

を見つけて、並べ、順位、序列を付けているのは人間です。ただし、そのとき 偏差（値）≒deviation （value）

人間から見た経済的価値観よりも科学的真偽価値観から判断されたもの 分類≒classfy≒階級分け

と考えます。 https://ja.wikipedia.org/wiki/周期表

地球には自転の回転軸があってこそ北極と南極、赤道の違いが生まれ、
太陽からの日照、磁気の影響も地域によって異なり、気候、海流、大陸
が生まれ、その結果、生物が生まれ、種が多様化しています。自然界は
常に「違い」、「差」が生まれ続けられています。人間は感情を込めないで、
自然現象をそのまま認識して「自然」と呼びます。しかし、人間に都合の
いい自然は感情を込めて「自然の豊かさ」といい、人間に都合の悪い現象を
「自然災害」と呼んでいます。

人間関係だけの世界を「人間社会」と呼んでいます。「人間社会」の中でも
常に変化が起きています。個人と同じように集団に対しても「誕生」、「成長」
「衰退」、「滅亡」の変化（生老病死）は避けられないことです。
人間社会を含め生物の世界は競争社会です。競争社会では「共存」を
を計るため、または「共存」の結果として「序列」が生まれ、維持されたと
考えます。人間社会ではそれを「政治」として発展したものと考えます。

誰も意図しないのに、また、原因も分からない個人の生活に良いことも、悪い
ことも、「差違」が生まれた結果を「良運」、「悪運」と感情を込めていいます。
社会構造、社会の仕組みによって、都合の悪い「差」が生まれると非難、批判
の感情を込めて「格差」、「差別」と呼んでいると思っています。一方で、人は
意図的に「格差」を作っています。各種の資格は公的試験、私的試験によって
人を選別しています。「運転免許」、「医師免許」、「教員免許」、「大学入試」、
「公務員試験」、「茶道・華道師範免許」などなど。 https://shikaku-mon.com/kouteki 公的資格・５８一覧

残念ながら、格差のない社会というのは幻想であって、統計的に見れば、
現実にはあり得ないと思います。大きな集団になればなるほど、バラつきが
大きくなり、正規分布に近づいてくるからです。
自由で公平、平等な民主的な社会では分野別に前提条件があれば「差」、
「違い」があっても「格差・差別のない包摂的社会」は技術的、政治的に
教育、就労、医療、表現の機会は十分実現可能と思います。

他人、他社より優れた「商品」、「ｻｰﾋﾞｽ」を作りだしたい時に「差別化する」と 包摂的社会：inclusive society

いう表現をすることが時々見受けられます。「差別化する」という言葉に、 SDGs：誰一人取り残さない

「優れている」という意味を込めたいのかも知れませんが、「差別化」には
悪いﾆｭｱﾝｽが含まれています。「人種差別」、「顧客差別」、「男女差別」、 優越的地位の乱用禁止

「宗教差別」など、「違い」を「優劣」、「強弱」、「損得」などの「価値評価」に 比較広告

していることがあり、結果的に「人権無視、人権軽視」していることにあると 優位性表示

考えます。 独占禁止法

他人、他社より優れた「商品」、「ｻｰﾋﾞｽ」を「差」「違い」として工夫することは
決して他人、他社の「人権、尊厳」を棄損するものではないはずです。
難しいことですが、「差別化」という言葉とは別の表現をした方がいいと
思います。「優位性」、「新規性」、「先進性」、「好ﾊﾟﾌｫﾏﾝｽ性」、「新領域」など。

無くすべきは「格差」、「差」ではなく、不正、不公平、不公正、不平等など
であり、それらが生みだす「不満」、「対立」、｛分裂」だと考えます。
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